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放
射
線
・
放
射
能
の
測
定
」

「
中
性
子
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ

と
Ｘ
線
透
過
写
真
の
比

較
」
の
三
項
目
を
中
心
に

二
日
間
で
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
保
安
教
育
や
原

子
炉
の
原
理
と
し
く
み
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
、
班
に

分
か
れ
て
の
実
習
と
な
り

ま
し
た
。 

左
の
写
真
は
、
実
際
に

生
徒
が
原
子
炉
内
の
制
御

棒
を
操
作
し
、
原
子
炉
を

臨
界
状
態
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

次
に
左
下
の
写
真
は
、

放
射
線
の
種
類
と
性
質
に

つ
い
て
の
講
義
の
後
、
放
射

線
源
か
ら
の
距
離
と
線
量

率
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
シ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式
カ
ウ
ン

タ
を
使
っ
て
測
定
し
ま
し

た
。 

 

 

夏
休
み
期
間
の
七
月
二

十
五
・
二
十
六
日
、
今
年

で
十
五
回
目
と
な
る
Ｓ
Ｓ

Ｈ
夏
季
特
設
課
外
授
業

「
原
子
力
研
修
」
が
、
教
養

理
学
科
一
年
生
対
象
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
習

は
「
原
子
炉
の
運
転
」
「
放

射
線
」
「
中
性
子
ラ
ジ
オ
グ

ラ
フ
ィ
と
Ｘ
線
透
過
写
真

の
比
較
」 

六
月
二
十
四
日(

月)

六
・
七
限
、
冬
季
特
設

課
外
授
業
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
和
歌
山
大

学
教
育
学
部
准
教
授 

木
村
憲
喜
先
生
に
教

養
理
学
科
一
・
二
年
生

及
び
二
年
生
普
通
科

理
系
生
徒
対
象
の
特
別

講
義
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

今
回
は
「
地
球
上
に

存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

同
位
体
と
身
の
回
り
の

放
射
線
に
つ
い
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
水
素
の
同

位
体(

同
じ
原
子
番
号

で
陽
子
と
中
性
子
の
質

量
数
が
異
な
る)

を
例

に
軽
水
・
重
水
の
性
質

の
違
い
や
、
そ
れ
ら
が

天
然
に
存
在
す
る
比
率

を
調
べ
る
こ
と
で
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
を
知
る

た
め
の
指
標
と
し
て
、

利
用
さ
れ
て 

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
身
近
で
利
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
病

院
な
ど
で
体
の
内
部
構
造

を
検
査
す
る
と
き
に
用
い

ら
れ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ(

核
磁
気
共

鳴
画
像
法
）
や
、
物
質
の

構
造
を
同
定
す
る
と
き

に
用
い
ら
れ
る
Ｎ
Ｍ
Ｒ(

核

磁
気
共
鳴
）
に
も
利
用
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

次
に
、
原
子
核
が
不
安

定
で
放
射
線
を
出
し
て
別

の
元
素
に
変
化
す
る
放
射

性
同
位
体
に
焦
点
を
当

て
、
放
射
能
と
放
射
線
の

違
い
や
自
然
界
の
放
射
線

に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。
実
感
と
し
て
は

解
り
に
く
い
部
分
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
和
歌
山

で 

で
電
車
や
自
動
車
に
乗
っ

た
時
の
放
射
線
の
変
化
な

ど
の
具
体
的
な
測
定
値
等

の
紹
介
も
あ
り
、
放
射
線

の
強
度
の
変
化
に
地
質
の

変
化
や
、
ト
ン
ネ
ル
や
河

川
な
ど
の
地
形
的
な
影
響

が
あ
る
こ
と
に
も
気
付
か

さ
れ
、
興
味
を
持
っ
て
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
学
で
の
授
業

や
大
学
生
活
に
つ
い
て
も

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
進
学
を
考
え
る
生
徒

に
と
っ
て
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。 

タ
を
使
っ
て
測
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
物
質
が
遮
蔽
す
る

の
か
を
実
際
に
測
定
し
て

学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

 

「
中
性
子
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
と
Ｘ
線
透
過
写
真
の
比

較
」
で
は
、
時
計
や
電
池
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
等
の
写
真
を
比

較
し
ま
し
た
。
同
じ
試
料

に
も
関
わ
ら
ず
、
中
性
子

線
と
Ｘ
線
の
性
質
の
違
い

か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金

属
な
ど
で
写
り
方
が
違
う

事
に
生
徒
も
驚
い
て
い
ま

し
た
。 


